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申請に必要な書類は、次の７点です。（新規申請は６点です。） 

 

（1） 自立支援医療費（精神通院）支給認定申請書 

申請窓口でお渡ししています。 

（2） 自立支援医療診断書（精神通院） （2年に 1回の提出） 

      申請窓口で指定様式をお渡ししています。 （東京都指定様式の診断書以外では手続きできま

せん。既に他道府県の様式で診断書を作成してしまっている場合は、申請窓口にご相談ください。） 

      診断書は、精神医療を行う主治医が作成したものが必要です。 

      更新申請において、受給者証左上に「次回の更新申請時は診断書が原則不要です」と

記載のある場合、有効期限内での更新申請であれば、診断書の添付を省略することがで

きます。 

      精神障害者保健福祉手帳と本制度を同時に申請する場合は、精神障害者保健福祉手帳

用の診断書での申請が可能です。（疾患等によっては「重度かつ継続」に関する意見書も必要となり

ます。） 

     ※自立支援医療診断書（精神通院）及び意見書は「各種様式」中の外部リンク「東京都 自立支援医療診

断書（精神通院）様式」から、精神障害者保健福祉手帳用の診断書は「各種様式」中の外部リンク「東京

都 精神障害者保健福祉手帳診断書様式」からダウンロードできます。 

（3） 健康保険情報の確認書類 

     加入している医療保険によって、ご用意いただく健康保険情報の確認書類(「有効期限

内の健康保険証」、「資格確認書」、「資格情報のお知らせ」、「マイナポータルの資格情報

画面を印刷したもの」のうち一つ)の対象者が異なります。ご自身が加入している医療保

険をご確認いただき、必要な方の健康保険情報の確認書類をご用意ください。 

   ア 国民健康保険・国民健康保険組合・後期高齢者医療制度 

     同一世帯（※1）で同じ保険に加入している方全員分 

   イ 社保・共済等の健康保険 

     精神通院されている受診者本人分。ただし、健康保険が被扶養者の場合で受診者本

人の健康保険情報の確認書類に被保険者氏名が記載されていない場合は被保険者分

も必要 

   ウ 生活保護受給者の方は不要。ただし、生活保護受給中で、健康保険加入の方は受診

者の健康保険情報の確認書類が必要      

（※1） 世帯の範囲は住民票上の世帯ではなく、同一の医療保険に加入している方をもって同一世帯と

します。異なる健康保険に加入している方は別世帯となります。 

（4） 区市町村民税額と所得が確認できる書類（住民税課税地が大田区の方は不要） 

住民税課税地が大田区外の方は、別途「世帯調書」をご提出いただきます。世帯調書

には次の①又は②の方のマイナンバー確認書類の提示が必要となります。 

住民税課税地が大田区外でマイナンバ－の確認書類の提示ができない場合は、次の①
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又は②の住民税課税（非課税）証明書、住民税決定通知書または納税通知書の写しが必

要です。 

① 国民健康保険・国民健康保険組合・後期高齢者医療の場合は、同じ保険証の加入

者全員分。 

② ①以外の健康保険で、受給者が被保険者の場合は本人分、被扶養者の場合は本人

分と被保険者分。 

  非課税の方で、受給者が障害年金等を受けている場合はその金額がわかるもの。 

（5） 自立支援（精神通院）医療受給者証（更新・再開の方のみ） 

受給者証が手元にない場合は、申請時に申請窓口でその旨をお伝えください。 

（6） 番号確認書類 

   「マイナンバーカード」「マイナンバー通知カード」「マイナンバー記載の住民票」のい

ずれか 1点 

  ※ 対象者が18歳未満の場合は、本人分と申請する保護者分で２人分の番号確認書類が必要になります。 

※  通知カ－ドは、通知カ－ドに表示されている住所・氏名等の記載が、申請日時点の住民登録内容と一

致している場合のみご使用できます。 

（7） 本人確認書類 

申請窓口に申請に来所する方の本人確認書類が必要です。本人確認書類の種類によっ

て、１点又は２点で確認をさせていただきます。 

       
＜１点で確認＞ 

 「写真付き」で「氏名・住所」又は「氏名・生年月日」が確認できるもの 

  （例:マイナンバーカード、免許証、写真付きの障害者手帳、パスポート、在留カード等） 

＜２点で確認＞ 

 「写真なし」で「氏名・住所」又は「氏名・生年月日」が確認できるもの 

（例:保険証、生活保護受給証明書、自立支援受給者証、写真なしの障害者手帳、年金手帳等） 


